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2 2024年 3月号

市役所の
組織体制と
主な業務
４月１日からの市役所
の組織体制と主な業務
を紹介します。

部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容 事務室の場所

総　
務　
部

総務課 33－1021 情報公開、個人情報保護、行政組織、職員定数、
職員採用 本庁別館１（２階）

秘書広報課 33－1002 市長・副市長の秘書、儀式・表彰、市長出前講座、広報、
市長への手紙、行政相談 本庁本館（１階）

企画財政課 33－1001 総合計画、過疎計画、地方創生、国際交流、統計、
ふるさと納税、公共交通、行政改革、予算・決算 本庁別館１（２階）

管財契約課 33－1022 公有財産の管理、情報化の推進・管理、
公共工事の入札・契約・検査 本庁別館１（１階）

保
健
福
祉
部

社会福祉課 36－1151 社会福祉、障害者福祉、生活保護、
日本赤十字社に関すること 三芳分庁

高齢者支援課 36－1152 高齢者福祉、地域包括ケア、介護保険

健康推進課 36－1154 保健衛生、各種検診、予防接種（成人） 三芳保健福祉
センター

市
民
生
活
部

市民課 33－1051

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、
マイナンバーカード、パスポート、人権啓発、
福祉申請の受付、行政連絡員、
市民との協働によるまちづくりの推進、
男女共同参画、交通災害共済

本庁本館（１階）

富山地域センター 57－2511

各地域の市民との協働によるまちづくりの推進、
戸籍および住民基本台帳に関する事務や各種証明の
交付などの窓口業務、各種申請の受付事務、
本庁との連絡調整

富山地域センター

三芳地域センター 36－2111 三芳地域センター

白浜地域センター 38－3111 白浜地域センター

丸山地域センター 46－3111 丸山地域センター

和田地域センター 47－3111 和田地域センター

保険年金課 33－1060 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金
本庁本館（１階）

税務課 33－1023 市民税、固定資産税、軽自動車税、諸税、市税の収納、
滞納処分、口座振替、納税証明

消防防災課 33－1052 消防、防災、防災行政無線、防犯対策、交通安全 本庁別館１（１階）

朝夷行政センター 44－1111

地域の市民との協働によるまちづくりの推進、
戸籍および住民基本台帳に関する事務や各種証明の
交付などの窓口業務、各種申請の受付事務、
マイナンバーカード、本庁との連絡調整、
船員法関係の市長が行う事務

朝夷行政センター

令和６年度体制

保健福祉部

社会福祉課
社会福祉係
障害福祉係
保護係

高齢者支援課
介護保険係
高齢者福祉係
地域包括ケア係

健康推進課 健康推進係
成人保健係

令和５年度体制

保健福祉部

社会福祉課

社会福祉係
障害福祉係
児童福祉係
保護係

高齢者支援課 介護保険係
高齢者福祉係

健康推進課 予防係
保健係

教育委員会
子ども教育課 教育係

児童福祉係

　子ども家庭支援室 支援係
保健係

教育委員会 子ども教育課 教育係
支援係
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部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容 事務室の場所

農
林
水
産
部

農林水産課 33－1071 農水産業・畜産・園芸の振興、林業普及、有害鳥獣対策、
土地改良、農業施設、林道、治山、漁港

本庁別館２（１階）
地域資源再生課 33－1073 地産地消と資源循環による地域資源再生、

農業振興法人に対する支援

商
工
観
光
部

商工課 33－1092 商工振興、企業誘致、雇用創出、消費者行政
本庁別館１（２階）

観光プロモーション課 33－1091 観光振興、観光施設の維持管理、
道の駅の管理運営

建
設
環
境
部

建設課
33－1101

道路 ･河川の整備、災害復旧、道路占用 ･境界、
防犯灯、建築確認、公営住宅、開発行為、空き家バンク、
空家等対策

本庁別館２（２階）33－1102 国土調査

環境保全課 33－1053
狂犬病予防、不法投棄防止、公害防止、
浄化槽設置助成、環境啓発、
一般廃棄物処理（清掃センター・水処理センター）

富山国保病院 58－0301 内科、外科、消化器内科、整形外科、
リハビリテーション科 富山国保病院

水道局 44－4611 水道料金、開閉栓、水道に関する届出、メーター交換、
送配水、ダム管理、水質管理、漏水事故 朝夷行政センター

会計課 33－1141 出納事務 本庁本館（１階）

教
育
委
員
会

教育総務課 46－2961 教育委員会会議、学校給食、スクールバス

丸山公民館（２階）
※�丸山分庁舎改修後
は、丸山分庁舎１
階に移ります。

学校再編整備課 46－2962 学校再編、教育委員会所管の施設再編、教育施設の整備

子ども教育課 46－2966
児童・生徒の就学・管理、学習指導、学校運営、保育所、
幼稚園、学童保育、預かり保育、児童手当、
児童扶養手当、子ども医療費、ひとり親家庭等医療費、
養育医療費

　子ども家庭支援室 46－2957
発達相談、不登校支援、要保護児童、子育て支援、
母子保健、産後ケア、予防接種（子ども）、
出産・子育て応援給付金

生涯学習課 46－2963 社会教育の振興、公民館・図書館の管理運営、
スポーツの振興、スポーツ施設の管理運営

議会事務局 33－1111 議会運営、請願・陳情の受付、議会だよりの発行 本庁本館（２階）

選挙管理委員会事務局 33－1131 選挙の管理執行・啓発、選挙人名簿の調製 本庁別館１（２階）
（総務課内）

監査委員事務局 33－1121 財務状況などの監査 本庁本館（２階）

農業委員会事務局 33－1081 農地の権利移動・転用、農地の貸し借り、農業者年金 本庁別館２（１階）

固定資産評価審査委員会
事務局 33－1051 固定資産税額に関する不服申し立ての審査 本庁本館（１階）

（市民課内）
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　　※下記はあくまでも目安です。通院中の場合は、かかりつけ医の指示に従ってください。

参考：千葉県リーフレット「糖尿病からあなたの腎臓を守りましょう」「CKD（慢性腎臓病）を知っていますか？」

　１日３食、グーパー食生活でバランスのとれた食事を心がけましょう

「グー」「パー」は、おかずの１食分のおおよその望ましい量を簡単に考えるためのものです。くわしく知りたい場合は、
栄養士・管理栄養士にお聞きください。　出展：千葉県〔グー・パー食生活ガイドブック（概要版）〕

　１日の塩分摂取量は６g以下にする
ことを目指しましょう。
　まずは調味料の摂取量を見直し、
少しずつ薄味に慣れていきましょう。

　たばこは、慢性腎臓病だけでなく、
生活習慣病などのリスクを高めます。

　脱水の状態は、腎臓に負担をかけ
ます。
　水分補給をこまめに行いましょう。

　ウォーキングなどの適度な運
動を定期的に行いましょう。

　糖尿病の合併症のひとつである「糖尿病性腎症」は、重症化すると、生涯にわたって人工透析が必要となる
病気です。
　新規に人工透析となった人の約半数は「糖尿病性腎症」が原因です。県では毎年新たに約８００人が糖尿病
性腎症で人工透析を受けています。

「糖尿病性腎症」ってどんな病気？
　糖尿病により高血糖状態が長く続くことなどが原因で、腎臓の働きが悪くなる病気です。初期には自覚症状
はありません。しかし、血糖値や血圧が高い状態が続くと、徐々に腎機能が低下し、腎不全になると人工透析
が必要になります。透析治療は、１回につき４～５時間かかる治療を週３回程度、ずっと受け続ける必要があ
り、身体的にも時間的にも大きな負担がかかります。
糖尿病性腎症の発症や重症化を防ぐには？
　自覚症状がほとんどないため、年1回の健診を受けて、血糖、血圧、腎機能などのチェックを行いましょう。
健診の結果、要精密検査と判定された場合は、必ず受診しましょう。もし糖尿病と診断されたら、決して治療
を中断せず、定期的に検査を受け、腎臓を守るための生活改善にも取り組んでいきましょう。

健康推進課健康推進課 36-115436-1154

糖尿病から 糖尿病から 
あなたの腎臓を守りましょうあなたの腎臓を守りましょう

【腎臓を守るため、日々の生活習慣を見直しましょう】

①バランスの良い食事をとる

②塩分を控えめに

④禁煙する

③水分摂取をしっかりと

⑤適度な運動を
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～狂犬病予防法により犬の登録と狂犬病予防注射は、飼い主に義務づけられています～

用
意
す
る
も
の

①　案内のはがき（問診欄・署名欄を事前に必ず記入してください）

②　料　　　　金　３，５００円
注射料金     　　   　２，９５０円
注射済票交付手数料　　５５０円{※おつりのないようにお願いします。

※対象者には案内のハガキを郵送します。（ピンク色）

●実施日について
　実施日、会場の詳細は案内はがき、またはホームページを御確認ください。

●実施日に都合のつかない場合
　動物病院での接種をお願いします（動物病院で接種した場合は、必ず注射済証を持参して、環境保全課また
は朝夷行政センター・各地域センターで狂犬病予防注射済票の交付手続きを行ってください）。

●集合注射の会場でも、新規登録ができます
　犬を飼っている人で登録が済んでいない場合は、会場で登録することができます。新規登録の場合は、上記
の料金３，５００円に登録料３，０００円が加わり６，５００円となります。
※�マイクロチップを装着しており、登録または転入手続を行っていない場合は、飼い主ご自身で環境省データ
ベース「犬と猫のマイクロチップ情報登録」にて申請を行ってください。
　（この場合、市への登録手数料はかからず、装着されているマイクロチップを鑑札とみなします。）

●「案内はがき（ピンク色）」が届かない場合　
　３月中に犬を飼い始めたり、犬と市外から転入してきて、案内はがきが届かない人は環境保全課までご連絡
ください。

●天候などの理由により、日程を延期する場合があります
　雨天などで延期する場合は、当日の朝に防災行政無線とホームページでお知らせします。
 
●犬が死亡してしまった、届出書を提出していない場合
　窓口、電話、Webでの申請が可能です。Web申請はホームページ
より24時間いつでも可能です。
※�マイクロチップを装着している場合は、環境省ホームページ「犬と
猫のマイクロチップ情報登録」より申請を行ってください。�

令和６年度４月「狂犬病予防集合注射」を実施します。
　生後９１日以上の犬を飼っている人は、狂犬病予防法により、その犬に生涯１回の「登録」と毎年１回の「狂
犬病予防注射」を受けさせなければなりません。

��環境保全課
　  ☎33－1053

　ペットは愛情と責任を持って飼いましょう。
　また、マナーを守り、近所や他人に迷惑をかけないよう
に心がけましょう。

市ホームページ
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有料広告 有料広告

ト
を
し
ま
す
。

●�「
で
き
る
」と
い
う
根
拠
の
な
い
自
信
を
強
く

持
っ
て
い
る
の
で
、
親
の
手
助
け
を
嫌
が
り

ま
す
。「
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
」「
上
手
に

な
っ
た
よ
」な
ど
の
励
ま
し
の
言
葉
を
た
く

さ
ん
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
１

　

 

子
ど
も
の「
イ
ヤ
」の
気
持
ち
を
言
葉
で
代

弁
し
て
あ
げ
る

　
「
こ
れ
、
嫌
だ
よ
ね
ぇ
」と
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
ま
ず
は
、
嫌
だ
と
い
う
気
持
ち
を
言
葉
に

し
て
返
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
２

　

 

別
の
選
択
肢
を
提
案
し
て
、
本
人
に
選
ば

せ
る

　

自
分
で
選
ん
だ
満
足
感
も
手
伝
っ
て
気
持

ち
を
切
り
替
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３

　
親
子
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
る

　
イ
ヤ
イ
ヤ
最
盛
期
の
子
ど
も
に「
は
い
」は
あ

り
ま
せ
ん
。
親
子
で
外
に
出
て
環
境
を
変
え
る

な
ど
切
り
替
え
の
き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
親
が
諦
め
る
と
い
う
切
り
替
え
も
必
要
で

す
。

～
子
ど
も
の「
こ
こ
ろ
」を
育
て
る
ヒ
ン
ト
～

乳
幼
児
期（
０
～
２
歳
ご
ろ
）の
大
切
な
こ
と

　
子
ど
も
教
育
課

　
　
☎
46
―
２
９
６
６

　

１
歳
代
後
半
に
な
る
と
自
我
が
芽
生
え
、

心
の
自
立
が
始
ま
り
ま
す
。
自
分
で
や
り
た
が

り
う
ま
く
い
か
ず
に
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
し
て

親
を
困
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時

期
の
失
敗
や
成
功
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
自
立

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

●�
事
故
や
危
険
に
注
意
し
つ
つ
、
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
や
り

た
く
な
っ
た
気
持
ち
を
褒
め
ま
す
。
自
分
で

で
き
る
と
い
う
万
能
感
を
満
た
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

●�

好
き
な
色
や
本
な
ど
自
分
な
り
の
こ
だ
わ

り
も
出
て
き
ま
す
。「
イ
ヤ
」と
自
己
主
張
し

た
り
泣
い
た
り
し
ま
す
が
、「
あ
れ
は
何
だ
ろ

う
？
」と
別
の
物
に
誘
導
を
し
て
み
る
と
そ

れ
に
乗
っ
て
気
持
ち
を
切
り
替
え
ら
れ
る
時

期
で
す
。

●�

で
き
る
と
思
っ
た
の
に
う
ま
く
い
か
な
い
、

気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し

さ
を「
イ
ヤ
」で
表
現
し
て
い
る
と
心
得
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●�

自
分
で
や
り
た
が
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
発

達
の
途
中
で
す
。
大
人
は「
ど
れ
ど
れ
、
見

せ
て
」と
言
い
な
が
ら
さ
り
げ
な
く
サ
ポ
ー

１
歳
代
後
半
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

ど
う
し
た
ら
い
い
？
イ
ヤ
イ
ヤ
期

興
奮
し
た
心
を
切
り
替
え
さ
せ
る

３
ス
テ
ッ
プ

自
我
が
芽
生
え
、

　
自
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
時
期

２
歳
代
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

因果関係を
少しずつ理
解し始める 自分に自信を持

ち、自己主張が
さらに強くなる

言葉が増え、
二語文を話す
ようになる

少しずつ自我が芽
生え始め、自己主
張をするようになる

歩行が安定し、
２歳になる頃に
は小走りも

身体のバランス
を取るなど身体
能力が発達する

手先が器用にな
りスプーンなど
が上手に使える

想像力や社会性が
育ち、見立て遊び
や友達との遊びを
楽しむ

手先が器用にな
り、探索行動も
さかんに

感情をからだ全
体で表現しよう
とする

生活の中で大人
がすることを真似
してやりがたる

２歳代 １歳代後半
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有料広告有料広告

４
月
か
ら

●
広
報
紙
の
発
行
が
月
１
回
に

●�

同
封
す
る
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
文
書
の
発
送
も
原
則
月
１

回
に
な
り
ま
す

　
現
在
、
広
報
紙
な
ど
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
回
覧
）文
書
な
ど
は
、
行
政
区
の
協
力
に

よ
り
、
月
２
回
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
昨
今
、
高
齢
化
な
ど
の
理
由
か

ら
、
文
書
の
配
布
事
務
が
負
担
で
あ
る
と
の

ご
意
見
が
、
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
４
月
か
ら
、
第
４
木
曜
日
発
行

の「
広
報
お
知
ら
せ
版
」を
廃
止
し
、
第
２
木

曜
日「
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
」に
集
約
し
ま

す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
広
報
紙
以
外
の
市
か
ら
の

文
書
も
原
則
月
１
回
の
発
送
と
な
り
ま
す

（
緊
急
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

適
時
発
送
し
ま
す
）。

　
な
お
、
令
和
６
年
４
月
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運

動
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
な
ど
配
布
の
た
め
、

下
記
日
程
表
の
と
お
り
、
臨
時
に
追
加
発
送

し
ま
す（
富
浦
地
区
を
除
く
）。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

　
回
覧
に
つ
い
て

�

市
民
課　
☎
33�

―�

１
０
０
５

�

広
報
紙
に
つ
い
て

�

秘
書
広
報
課　
☎
33�

―�

１
０
０
２

令和６年度行政区への広報紙、回覧文書等発送日程表

発送月 市から配送業者に引き渡す日 届く予定の日
（第２木曜日の前日） （３日後（土曜日））

4　月　号 広　報 4� 月 10 日 13 日
（４月臨時）ごみゼロ袋等 4� 月 24 日 27 日

5　月　号　広　報 5� 月 8 日 11 日
6　月　号 広　報 6� 月 12 日 15 日
7　月　号 広　報 7� 月 10 日 13 日
8　月　号 広　報 8� 月 7 日 10 日
9　月　号 広　報　 9� 月 11 日 14 日
10　月　号　広　報 10� 月 9 日 12 日
11　月　号 広　報 11� 月 13 日 16 日
12　月　号 広　報　 12� 月 11 日 14 日
1　月　号 広　報 1� 月 8 日 11 日
2 月　号 広　報 2� 月 12 日 15 日
3 月　号 広　報 3� 月 12 日 15 日

富浦地区は第１回行政連絡員会議で配布するため、配送はありません。
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市
老
連
事
務
局（
市
社
協
）

 

☎
29
―
３
７
２
９

生涯活躍の
まちづくり

　
会
員
で
研
修
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
仲
間
と

の
交
流
な
ど
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
の
で
、

未
加
入
の
ご
友
人
が
い
た
ら
勧
め
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。（
富
山
支
部
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
中
に
は
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
も
い
た

の
で
、
そ
の
都
度
説
明
し
な
が
ら
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
三
芳
支
部
）

　
歩
け
歩
け
大
会
は
、
野
島
崎
灯
台
の
風
光

　
市
民
の
２
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
言
わ

れ
る
時
代
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き

と
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）と
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
健
康
」「
友

愛
」「
奉
仕
」を
合
言
葉
に
、
市
内
各
地
で

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
海
岸
に
あ
る
花
壇
の
手

入
れ
な
ど
奉
仕
活
動
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
人
か
ら「
花
壇
の
花
が
綺
麗

で
す
ね
」と
声
を
掛
け
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
富
浦
・
菜
の
花
会
）

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と

老
人
ク
ラ
ブ
の
取
組
み

老
人
ク
ラ
ブ
の
取
組
み

明
媚
で
太
平
洋
を
一
望
で
き
る
道
を
各
々
雑

談
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
体
力
増
進
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
な
り
ま
す
。（
白

浜
支
部
）

　
安
房
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
団
体
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
大

会
を
企
画
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
続
け
、
健

康
寿
命
百
歳
を
め
ざ
し
ま
す
。（
千
倉
・
上
瀬

戸
老
人
ク
ラ
ブ
）

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
対
抗
戦
で
、
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
、
た
る
転
が
し
を

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。（
丸
山

支
部
）

　
交
通
安
全
講
座
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
自

地域に根付いた活動を実践

みんなで歩けば楽しいね

転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
の
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
実
際
に
か
ぶ
ら
せ
て
い
た
だ

き「
こ
れ
な
ら
普
段
も
使
え
る
ね
」と
好
評
で

し
た
。（
和
田
支
部
）

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
嶋
田
会
長
は
、「
生

き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
の
４
つ
の『
づ
く
り
』を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
役
割
で
す
。」と
話

し
ま
す
。
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、

各
地
域
の
ク
ラ
ブ
・
会
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
は
、
ま
さ
に
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

奉
仕
活
動
で

奉
仕
活
動
で

仲
間
と
の
交
流

仲
間
と
の
交
流

は
じ
め
て
の
人
で
も

は
じ
め
て
の
人
で
も

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

活
動
が
認
め
ら
れ
て

活
動
が
認
め
ら
れ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

高
齢
者
の
交
通
安
全

高
齢
者
の
交
通
安
全

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

４
つ
の「
づ
く
り
」

４
つ
の「
づ
く
り
」

今までの活動の成果

学びもの場も企画します
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　４月１日から、下表のとおり変更になりました。また、今まで「内房高齢者相談センター」「外房高齢者相談セ
ンター」だった呼び名は、「あんしんセンター○○（地区名）」へ変更しました。

あんしんセンター（地域包括支援センター）は、

あんしんセンター（地域包括支援センター）あんしんセンター（地域包括支援センター）
　高齢者支援課　☎３６－１１５２

地　区 名　　称 住所・電話番号
富浦
富山

あんしんセンター富浦・富山
（地域包括支援センターアイリスの里）

南房総市富浦町深名 1170番地１
　☎　20-4500

三芳 あんしんセンター三芳
（地域包括支援センター三芳）

南房総市谷向 100番地
　☎　29-3355

白浜
千倉

あんしんセンター白浜・千倉
（地域包括支援センターえがお）

南房総市千倉町平舘 759番地 1
　☎　29-3711

丸山
和田

あんしんセンター丸山・和田
（地域包括支援センターリブ丸山）

南房総市川谷 1042番地
　☎　40-1277

●高齢者の総合相談窓口です

地域包括支援センターはこのような支援や相談を行っています

地域包括支援センターは、高齢者のみなさんの身近
な相談窓口です。地域で暮らすみなさんがいつまでも
住み慣れた地域で生活ができるよう、介護・福祉・健
康・医療など、さまざまな面から総合的に支援します。

介護予防、総合事業に関する
こと、相談や困りごとがあれ
ば、地域包括支援センター
へお問い合わせください。

地域包括支援センターのスタッフ
地域包括支援センターのスタッフは、
主任ケアマネジャー、保健師（または経験のある看護師）、
社会福祉士を中心に構成されています。

積極的にご利用ください

要支援１・２および事業
対象者の方の介護予防ケ
アプランなどを作成して、
効果を評価します。

高齢者虐待の防止、悪質な訪
問販売による被害の防止など
の権利擁護を行います。

高齢者に関するさまざま
な相談を受け、必要な
サービスにつなぎます。

 介護予防を応援します！

 高齢者の権利を守ります！

 さまざまな問題に
  対応します！

ケアマネジャーへの指導・助言や医療機関など、
関係機関との調整
を行います。

 充実したサービスを
  提供するために支援します！

介護予防の
お手伝い

みなさんのみなさんの
権利を守る!!権利を守る!!

地域の地域の
ネットワークネットワーク
づくりづくり
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令
和
5
年
12
月
20
日
、
令
和
５
年
度
自

然
公
園
関
係
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
が
行
わ

れ
、
千
葉
県
で
唯
一
、
亀
田
利
也
さ
ん（
58

歳
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
自
然
公
園
の
保
護
と
そ
の
適

正
な
利
用
に
関
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

者（
団
体
を
含
む
）を
対
象
に
表
彰
し
て
お

り
、
亀
田
さ
ん
は
平
成
20
年
よ
り
南
房
総
国

定
公
園
で
清
掃
な
ど
の
活
動
を
行
う
な
ど
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。
亀
田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続

け
な
が
ら
、
後
継
者
の
育
成
を
し
て
い
き
た

い
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
と
み
う
ら
音
楽
に
親
し
む
会
」代
表
の
田

村
洋
子
さ
ん
か
ら
１
月
31
日（
水
）、
27
年
間

続
け
て
き
た
、「
と
み
う
ら
音
楽
に
親
し
む

会
」を
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
富
浦
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
振
興
の
た
め
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
30
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
寄
附
を
受
け
た
市
長
は
、「
い
た
だ
い
た
寄

附
は
、
富
浦
地
区
の
教
育
振
興
に
役
立
つ
よ

う
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
お

礼
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　
教
育
総
務
課　
☎
46�

―�

２
９
６
１

　
１
月
26
日
か
ら
28
日
、
花
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
一
層
の
花
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
関
東
東
海
地
域
の
１
都

11
県
と
花
き
関
係
６
団
体
が
主
催
す
る
日
本

で
最
大
規
模
の
展
覧
会
で
あ
る「
関
東
東
海

花
の
展
覧
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
72

回
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
展
覧
会
に
て
、
こ

の
度
、
球
根
切
花
部
門
で
仲
村
利
明
さ
ん

（
富
浦
地
区
）、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
岩

田
秀
一
さ
ん（
富
浦
地
区
）、
一
般
切
花
部
門

で
坊
田
聡
子
さ
ん（
白
浜
地
区
）が
最
高
賞
で

あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

国
内
最
大
級
の
学
生
書
道
展｢

第
67
回
Ｊ

Ａ
共
済
全
国
小･

中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル｣

で
、
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

「
第
72
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
」

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

三
芳
地
区
の
神
作
英
希
く
ん

学
生
書
道
展
で
文
科
大
臣
賞
に

環
境
大
臣
か
ら

　
　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た

地
域
へ
恩
返
し
30
万
円
を
寄
附

～
富
浦
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～

表彰された亀田利也さん

左から、坊田さん、仲村さん、岩田さん

有料広告有料広告

受賞した
神作英希くん
（三芳小１年）

受賞した作品
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今月の表紙
日
ひ え

枝神社の御
お ま と

神的神
し ん じ

事

　３月１日(金)、日枝神社(増間)の境内で稲作などの
豊凶を占う歩

ぶ し ゃ

射(地上で弓を引くこと)の神事である
「御神的神事」が行われました。
　御神的は、二人の射手により二十三間半(約43ｍ)
離れた鳥居の側から計36本の矢を射ち、矢の当たり
具合で、年間の天候、適種、豊凶を占います。
　来年以降は担い手不足により休止としており、節
目となった今回もたくさんの人が訪れていました。

安
全
安
心
メ
ー
ル
の

配
信
ア
ド
レ
ス
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
の
機
能
強
化
に
伴
い
、
安

全
安
心
メ
ー
ル
の
配
信
元
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

　

メ
ー
ル
設
定
に
よ
っ

て
は
、
受
信
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

携
帯
端
末
の
受
信
許
可

設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
す
る
ア
ド
レ
ス

は
下
の
と
お
り
で
す
。

　

新
規
登
録
の
人
、
登

録
内
容
の
変
更
を
し
た
い
人
は
、
次
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
に
空

メ
ー
ル
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
防
災
課　
☎
33�

―�

１
０
５
２

受信許可登録する
　　　　　　メールアドレス
minamiboso-
city@raiden3.ktaiwork.jp

安全安心メール登録用
二次元コード

※�二次元コードが読み取れない時
は、下のアドレス
　bousai.minamiboso-
　city@raiden3.ktaiwork.jp
��を直接、入力してください。

� �

　大規模な災害が発生すると、公共交通機関が運行を停止し、帰宅が困難になることが予想され
ます。
　多くの人が一斉に帰宅を始めると、火災や建物からの落下物などにより負傷するおそれがあり、
危険であるほか、救助、救急活動の妨げとなります。

　●身の安全を確保し、職場や集客施設等の安全な場所に留まりましょう。
　●災害用伝言サービスにより、家族の安否を確かめましょう。
　●交通情報や被害情報などを入手しましょう。

　●家族などと安否確認の方法、集合場所、帰宅経路の状況を確認しましょう。
　●職場などに飲料水や食料、携帯ラジオ、地図、運動靴、懐中電灯などを用意しましょう。
　●帰宅経路のコンビニやガソリンスタンドなどの場所を確認しておきましょう。

防災ワンポイント

災害発生時の心得
～むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を～

むやみに移動を開始しない

日ごろから準備しておきたいこと



12 2024年 3月号

　
南
房
総
市
の
民
話
は
、
本
号
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。

　

生
稲
謹
爾
さ
ん
に
は
、
こ
の『
南
房
総

市
の
民
話
』を
合
併
後
の
平
成
18
年
5
月

号
か
ら
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、
全
２
１
２

話
の
民
話
を
掲
載
し
て
頂
き
ま
し
た
。
口

伝
で
あ
っ
た
た
め
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た

南
房
総
地
域
の
民
話
を
聞
き
取
り
調
査
・

研
究
を
行
い
、
５
０
０
話
以
上
の
民
話
を

発
掘
し
て
く
だ
さ
り
、
本
紙
の
民
話
と
合

併
前
の
富
浦
町
広
報
紙『
ま
ち
の
民
話
』に

掲
載
し
、
計
48
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
、

民
話
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
生
稲

さ
ん
は

　

｢

こ
れ
だ
け
長
く
続
け
て
こ
れ
た
の
は

皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。」と
話

し
ま
す
。

生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

さん

　
風
土
や
生
活
、
歴
史
や
文
化
な
ど
多
種

多
様
な
民
話
が
あ
り
、
民
話
を
基
に
し
た

紙
芝
居
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
に
つ

な
が
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
民
話
を

「
世
間
遺
産
」と
し
て
、
民
話
の
舞
台
と

な
っ
て
い
る
市
内
27
か
所
に「
民
話
の
看

板
」を
設
置
し
、
伝
承
資
源
と
し
て
の
活

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
に
民
話
の
1
つ
で
あ
る

「
竜
王
の
子
の
約
束
」が
、
一
般
社
団
法

人「
日
本
昔
ば
な
し
協
会
」に
よ
り
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
映
像
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
稲
さ
ん
は
、
広
報
紙
掲
載
以
外
に

も
、『
と
み
う
ら
昔
ば
な
し
』や『
富
浦
の
里

見
物
語
』『
富
浦
の
昔
ば
な
し
』『
富
浦
の
昔

ば
な
し
第
二
集
』な
ど
も
書
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
市
図
書
館
や
と
み
う

ら
元
気
倶
楽
部
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
、
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

生
稲
さ
ん
か
ら
は｢

今
ま
で
に
掲
載
し

た
民
話
を
本
に
し
た
い｣

と
今
後
の
展
望

も
伺
い
ま
し
た
。
生
稲
さ
ん
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。



132024年 3月号

　「心も体もすこやかに」という願いを持って活動さ
れている「人形劇場花かご」の人形劇をお楽しみくだ
さい。「こうしとおおかみ」「かえるの合唱」などを上演
します。上演時間は約70分です。
と　き／３月24日
　　　　開場：13：30　開演：14：00
ところ／とみうら元気倶楽部　
� � さざなみホール　
定　員／１００人　　
入場料／無料
申し込みは二次元コードで
　富浦地域づくり協議会

　　「さざなみ」　☎３３－３４１２

　３月から春季「緑の募金」が始まっています。
　「緑の募金」は、地球温暖化防止をはじめとした課
題に向けて、国内外の森林の整備や森林ボランティ
アの育成などに活用されています。
　皆さんからご協力いただいた「緑の募金」の一部
は、市内緑化のための費用として還元されます。令
和５年度は、市内小学校などへ花苗および資材の配
布を行いました。
　募金箱は、市民課、農林水産課、朝夷行政セン
ター、各地域センター、およびとみうら元気倶楽部
窓口に設置しています。
　農林水産課　☎33－１０７１

　公共施設や商業施設などに設置されている「障害者
等用駐車区画」を、障害者、介護が必要な高齢者、妊
産婦、けが人など、歩行が困難な人が利用しやすくな
るよう、県や市町村が利用証を交付しています。利用
証制度について関心のある人は、問い合わせ先までご
連絡ください。
対象者／日常生活において、障害などを理由に歩行が
　　　　�困難であると認められる人

（障害者、高齢者、難病患
者、妊産婦、けが人など）

　県健康福祉指導課�
� ☎�０４３－２２３－３９２４
　　 ０４３－２２２－６２９４

緑の募金にご協力ください

ちば障害者等用駐車区画利用証制度
をご利用ください

安房郡市消防本部・館山消防署
合同庁舎の入口を変更します

預けて安心！
自筆証書遺言書保管制度

掲
示
板 　南房総農業支援センターとＪＡ安房では、安房地

域での定番野菜である「ししとう」を、今後、出荷を
視野に入れ取り組み、全４回の研修に参加可能な人
を対象に、第１回は「栽培の基本（座学）」をテーマに
開催します。参加費は無料です。なお、参加者には
苗の無料配布を予定しています。
と　き／３月27日��14：00～15：30（受付13：30～）
ところ／市役所別館１　第４会議室
講　師／安房農業事務所改良普及課
　　　　普及指導員　茂田雅記氏
　　　　ＪＡ安房理事　重田修一氏
定　員／ 10人程度　
申込期限／３月21日
申込方法／問い合わせ先までご連絡ください。
そのほか／第２回目以降の開催は次のとおりです。
� � 第２回：４月26日、第３回：６月28日
� � 第４回：７月26日
※２回目以降は、圃場での実地研修を予定しています。

　 　（一財）南房総農業支援センター
　　　　☎２８－４５９５

第１回ししとう栽培研修会を開催

　消防本部の北側に建設を進めてきた安房郡市消防
本部・館山消防署への新たな進入路が完成し、３月
11日から供用開始となります。いままでの南側出入
口は閉鎖（歩行者のみ通行可）とな
りますので来庁の際はご注意くだ
さい。
　詳しくは、安房郡市消防本部の
ホームページをご覧ください。
　安房郡市消防本部　総務課

� ☎２２－２９０２

　あなたの書いた大切な遺言書を法務局でお預かり
します。
　法務局に預けることで、遺言書が発見されなかっ
たり、書き換えられたりするといったトラブルを防ぐ
ことができます。
　詳しくは法務省のホームページ
をご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
　�千葉地方法務局館山支局

� 総務係　☎２２－０６２０

人形劇を開催します

申し込みフォーム

法務省ホームページ

安房郡市消防本部
ホームページ



14 2024年 3月号

　白浜地区の長
ながおがわ
尾川に架かる「めがね橋」は、明治21年（1888）

に完成した延
えんちょう
長 28.3ｍ（橋

きょうだい
台を含めると約34ⅿ）、幅

ふくいん
員４ｍの石

積み三連アーチ橋です。橋の両岸にある袖
そでばしら
柱には「眺

ながおばし
尾橋」「なが

をばし」と刻まれていますが、「めがね橋」という呼び名が定着しています。記録によると、もともとこの場所に橋が
なく、人々は徒歩で川を渡っていたため、長尾村（現在の白浜地区西部）の人々が工賃を寄附して造ったといいます。
　基本的な形式は、鹿児島県などで多く見られる伝統的な石橋と似ていますが、鉄製手すりを取り付けている点や、
袖柱が独立している点などは、めがね橋特有の設計であり、主要な部分には「みずるめ石」と呼ばれる白浜地区産出

の石材が用いられています。
　完成以来、幹線道路として地域の交通を支え、第二次世界大戦の頃には戦車が通行した
というエピソードもありますが、現在は橋を保護するため、歩行者専用として使われています。
　めがね橋は、これまでにも何度か災害で壊れたことがありますが、昨年９月に発生した台
風13号では、長尾川が増水して橋脚の一部が崩れる被害が発生しました。現在、災害復
旧工事を行っており、３月半
ばに修理が完了する予定です。

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
3
月
号

令
和
６
年
3
月
14
日
発
行

発
行　
南
房
総
市　
〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　
千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　
秘
書
広
報
課　
　
　
０
４
７
０�

│�

33�

│�

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX　
０
４
７
０�

│�

20�

│�

４
５
９
１

※�

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎教育委員会生涯学習課 ☎46－296346－2963
○○9090

シリーズシリーズ

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・ 見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

　・ 常時公開　　・ トイレあり／駐車場あり公開

県指定有形文化財（建造物）県指定有形文化財（建造物）

所在地／白浜町滝
たきぐち
口地先（白浜地区）　所有者／南房総市

めがね橋

めがね橋

美しい造形の三連アーチの石橋

復旧工事の様子
（令和6年2月）

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！


